
な

つ

ま

つ

り

 

         

夜
の
夏
ま
つ
り 

       
 

 
 

 
 

 

多

目

那 
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人

 

物

 

青

山
 

光

（

１

７

）

高

校

生

 
山

田
 

忍

（

１

７

）

そ

の

友

だ

ち

 

鈴

木

 
真

（

１

７

）

そ

の

友

だ

ち
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○

神

社

・

内

（

夜

）

 

 
 

 

夏

祭

り

が

行

わ

れ

て

い

る

。

 

 
 

 
青

山

光

（

１

７

）

と

山

田

忍

（

１

７

）

が

向

 
か

い

合

っ

て

立

っ

て

い

る

。

 

青

山

「

ね

え

、

遊

ぼ

う

よ

」

 

忍

「

う

ん

。

遊

ぼ

う

」
 

青

山

「

よ

し

。

じ

ゃ

あ

何

に

す

る

？

」

 

忍

「

金

魚

す

く

い

は

ど

う

？

」
 

青

山

「

あ

あ

、

金

魚

す

く

い

。

い

い

ね

！

」

 

 
 

 

青

山

と

忍

が

歩

き

出

す

。

 

 

〇

同

・

金

魚

す

く

い

の

屋

台

前

（

夜

）

 

 
 

 

青

山

と

忍

が

や

っ

て

く

る

と

、

金

魚

す

く

い
 

の

前

に

は

行

列

。

 

忍

「

並

ん

で

る

ね

」

 

青

山

「

射

的

に

し

よ

う

か

」

 

忍

「

あ

、

い

い

ね

。

射

的

っ

て

聞

く

と

と

て

も

ワ

ク

 

ワ

ク

す

る

っ

！

」

 

 

〇

同

・

射

的

の

屋

台

前

（

夜

）

 



             4                          3  

 
 

 

青

山

と

忍

が

射

的

を

し

て

い

る

。

 

 
 

 

鈴

木

真

（

１

７

）

が

や

っ

て

く

る

。

 

鈴

木

「

お

い

」

 

青

山

「

お

お

、

鈴

木

。

来

て

た

ん

だ

」

 

鈴

木

「

二

人

し

て

何

し

て

る

ん

だ

よ

」

 

忍

「

さ

っ

き

青

山

く

ん

と

ば

っ

た

り

出

会

っ

て

、

金

 

魚

す

く

い

に

行

っ

た

ら

混

ん

で

て

さ

。

私

が

射

的

 

好

き

だ

か

ら

射

的

で

遊

ん

で

た

ん

だ

」

 

 
 

 

空

に

は

花

火

が

、

打

ち

上

が

る

。

 

青

山

「

あ

っ

。

花

火

が

打

ち

上

が

っ

た

ね

。

綺

麗

だ

 

 

な

ぁ

」

 

忍

「

あ

、

ほ

ん

と

だ

。

花

火

っ

て

綺

麗

だ

ね

」

 

 
 

 

夜

空

を

見

上

げ

る

青

山

、

忍

、

鈴

木

。

 



 

  

           
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

多

目

那
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